
福 岡 市 技 能 功 労 者 等 表 彰 実 施 要 領

（昭和４９年１０月２３日施行） 

（昭和５３年 ８月１６日改正） 

（平成 元年 ９月１８日改正） 

（平成 ４年 ７月１０日改正） 

（平成 ５年 ８月２３日改正） 

（平成１７年 ４月 １日改正） 

（平成２７年 ７月 １日改正） 

（平成２９年 ７月１８日改正） 

（平成３０年 ７月２０日改正） 

（令和 ２年 ７月１０日改正） 

（令和 ３年 ７月 １日改正） 

１．趣旨 

本要領は、福岡市技能功労者等表彰要綱に基づき、技能功労者及び技能優秀者表彰に関する

事項を定めるものとする。 

２．表彰の基準関係 

（1）年齢要件

ア．技能優秀者は、年齢４５才以上５５才未満のもの。

イ．技能功労者は、年齢５５才以上のもの。

ウ．上記のいずれにおいても、基準日は当該表彰を受ける年度の４月１日現在とする。

（2）居住・就業要件

ア．市内での居住又は市内事業所での就業が５年間継続していること。

イ．本市におおむね２０年以上居住した実績があり、転居等により市外に転出した技能

者については、その転出等から５年を経過していないこと。

ウ．市の指導に基づき市外に移転した事業所で就業している技能者（移転前からの就業

者に限る）については、その移転から５年を経過していないこと。

エ．市内と市外の事業所を行き来している技能者については、主として市内の事業所で

就業していること。

オ．技能優秀者は、同一職業に２０年以上従事しているもの。

カ．技能功労者は、同一職業に２５年以上従事しているもの。

キ．上記のいずれにおいても、基準日は当該表彰を受ける年度の４月１日現在とする。

（3）技能等の要件

イ．表彰日現在において、その優れた技能を要する職業に従事していること。

ウ．その者の技能はもちろん、日常の行動など市民の模範となるものであること。

エ．後進の指導育成に努め、著しい功績をあげていると認められていること。



オ．技能優秀者は、下記のように本人の技能が他の技能者に比べ優れていること。

(ｱ) 技能オリンピック大会等に出場したことのある者。

(ｲ) 全国的規模の技能競技会等に出場し、優秀な成績を収めた経験がある者。

(ｳ) 特許、実用新案等を有し、効果を上げている者。

(ｴ) その他、技能の優秀さを広く一般市民に認識される証拠を有している者。

カ．技能功労者は、本人の技能が他の技能者の模範となっており、産業の振興に貢献し

ていると認められていること。

（4）その他の要件

キ．技能優秀者の表彰を受けた者は、その受賞後１０年間は技能功労者の表彰を受ける

ことができない。

３．推薦 

(1) 表彰の基準に該当する者を推薦しようとする関係団体等とは、次のとおりとする。

ア．各関係職種で組織されている組合、協会等（○○工事協同組合、○○○製造組合等）

イ．各関係団体（商工会議所、経営者協会等）

ウ．その他市長が適当と認めたもの（商店連合会、公民館等）

(2) 推薦は原則として、技能功労者・優秀者の各々につき、１団体１人とする。

４．推薦手続 

推薦にあたっては、下記の書類を提出するものとする。 

(1) 推 薦 書（様式１） 

(2) 調 書（様式２） 

(3) 業績証明資料

ア．技能優秀者

(ｱ) 本人の技能が他人に比べ優れていることの公的な証拠資料（技能オリンピック

出場、全国技能コンクール大会優勝、発明・改良等の証明、その他本人が最高の

技能者である公的な証明資料） 

(ｲ) 後進の技術指導育成に貢献している証拠

イ．技能功労者

(ｱ) 現在も現役の技能者として従事し、その技能が他の技能者の模範となる証明

（実績証明資料等）

(ｲ) 産業の振興に貢献している証拠

(ｳ) 後進の技術指導育成に貢献している証拠

(4) 住民票の写し

５．表彰 

表彰は技能優秀者と技能功労者とに区分して行い、原則として、各々につき１職種１名とし、

被表彰者数は次のとおりとする。 



(1) 技能優秀者  ３人程度 

(2) 技能功労者 ３０人程度 

６．経過措置 

(1) 平成２７年度における改正後の「２．（１）ウ」の規定の適用については、「４月１日

現在」とあるのは、「４月１日現在又は表彰の行われる日現在」とする。
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１　技能の概要について

２　功績・貢献の概要について

・業務改善による生産性の向上等、社会や業界にどのように、どの程度貢献したのか記載し
てください。

・被推薦者が、他の技能職者と比較し特に優れている点を記載してください。また、現在の
主な活躍の場（全国・県・地域　等）を記載してください。

・これまでに技能の高さにより表彰を受けた実績がありますか。有る場合、どのような表彰
実績があるか記載してください。

・これまでに業界への功績・貢献により表彰を受けた実績がありますか。有る場合、どのよ
うな表彰を受けた実績があるか記載してください。

・これまでに技能の高さによりマイスター等の認定を受けた実績がありますか。有る場合、
その名称を記載してください。

・これまでに技能大会等で入賞した実績がありますか。有る場合、どのような大会での入賞
実績があるか記載してください。



３　後進指導育成の概要について

４　その他

・これまでに業務に関連する特許や実用新案を取得した実績がありますか。有る場合、その
内容を具体的に記載してください。

・【技能功労者のみ回答】これまでに業界団体の役員等に就任した実績がありますか。有る
場合、その内容を具体的に記載してください。

・これまでに後進の指導育成を行った実績がありますか。有る場合、どのような指導実績が
あるか記載してください。

・後進を指導する指導員としての免許を取得していますか。有る場合、取得している免許の
種類を記載してください。

・これまでに検定委員や審査委員等に従事した実績がありますか。有る場合、どのような審
査委員にどの程度（期間）従事したか記載してください。

・日頃からボランティアなどの社会貢献活動の実績がありますか。有る場合、どのような活
動なのか記載してください。



様式２
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氏 名 技 能 秀 子
（ 技 能 秀 実 ）

（雅号等）

生 年 月 日
昭和○○年○○月○○日　　

（○○歳） 性別（男）

現 住 所
○○○市○○区○○丁目

○○番○○号
〒876-5432  電話(987)654-3210
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職 歴 在 職 期 間 在職年月数 通算年月

△△製作会社に○○製造工として就職

□□製作会社に○○製造工として就職
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１　技能の概要について

２　功績・貢献の概要について

・被推薦者が、他の技能職者と比較し特に優れている点を記載してください。また、現在の
主な活躍の場（全国・県・地域　等）を記載してください。

・これまでに技能の高さによりマイスター等の認定を受けた実績がありますか。有る場合、
その名称を記載してください。

ものづくりマイスター認定（平成○○年○○月）　等

・これまでに技能の高さにより表彰を受けた実績がありますか。有る場合、どのような表彰
実績があるか記載してください。

(1) □□制作会社表彰（昭和○○年○○月）
(2) ○○協会技能奨励賞（昭和○○年○○月）
(3) 科学技術庁長官表彰（平成○○年○○月）　等

・これまでに技能大会等で入賞した実績がありますか。有る場合、どのような大会での入賞
実績があるか記載してください。

(1) 技能五輪国際大会出場（平成○○年○○月）
(2) 技能五輪全国大会出場（平成○○年○○月）
(3) 若年者ものづくり競技大会入賞（昭和○○年○○月）　等

・業務改善による生産性の向上等、社会や業界にどのように、どの程度貢献したのか記載し
てください。

・これまでに業界への功績・貢献により表彰を受けた実績がありますか。有る場合、どのよ
うな表彰を受けた実績があるか記載してください。

(1) □□制作会社表彰（昭和○○年○○月）
(2) ○○協会技能奨励賞（昭和○○年○○月）　等



３　後進指導育成の概要について

４　その他

・これまでに業務に関連する特許や実用新案を取得した実績がありますか。有る場合、その
内容を具体的に記載してください。

(1) 技能検定（１級○○技能士）（昭和○○年○○月）
(2) 特許123456「○○用○○装置の考案」（平成○○年○○月）　等

・【技能功労者のみ回答】これまでに業界団体の役員等に就任した実績がありますか。有る
場合、その内容を具体的に記載してください。

○○団体連合会会長（平成○○年○○月～）　等

・これまでに後進の指導育成を行った実績がありますか。有る場合、どのような指導実績が
あるか記載してください。

・後進を指導する指導員としての免許を取得していますか。有る場合、取得している免許の
種類を記載してください。

職業訓練指導員免許（○○科）（昭和○○年○○月）　等

・これまでに検定委員や審査委員等に従事した実績がありますか。有る場合、どのような審
査委員にどの程度（期間）従事したか記載してください。

○○審査委員（平成○○年○○月～平成○○年○○月）　等

・日頃からボランティアなどの社会貢献活動の実績がありますか。有る場合、どのような活
動なのか記載してください。


	【溶け込み】要領
	福岡市技能功労者等表彰実施要領
	１． 趣旨
	２． 表彰の基準関係
	（1）年齢要件
	ア．技能優秀者は、年齢４５才以上５５才未満のもの。
	イ．技能功労者は、年齢５５才以上のもの。
	ウ．上記のいずれにおいても、基準日は当該表彰を受ける年度の４月１日現在とする。

	（2）居住・就業要件
	ア． 市内での居住又は市内事業所での就業が５年間継続していること。
	イ．本市におおむね２０年以上居住した実績があり、転居等により市外に転出した技能者については、その転出等から５年を経過していないこと。
	ウ．市の指導に基づき市外に移転した事業所で就業している技能者（移転前からの就業者に限る）については、その移転から５年を経過していないこと。
	エ．市内と市外の事業所を行き来している技能者については、主として市内の事業所で就業していること。
	オ．技能優秀者は、同一職業に２０年以上従事しているもの。
	カ．技能功労者は、同一職業に２５年以上従事しているもの。
	キ．上記のいずれにおいても、基準日は当該表彰を受ける年度の４月１日現在とする。

	（3）技能等の要件
	イ． 表彰日現在において、その優れた技能を要する職業に従事していること。
	ウ． その者の技能はもちろん、日常の行動など市民の模範となるものであること。
	エ． 後進の指導育成に努め、著しい功績をあげていると認められていること。
	オ． 技能優秀者は、下記のように本人の技能が他の技能者に比べ優れていること。
	(ｱ)  技能オリンピック大会等に出場したことのある者。
	(ｲ)  全国的規模の技能競技会等に出場し、優秀な成績を収めた経験がある者。
	(ｳ)  特許、実用新案等を有し、効果を上げている者。
	(ｴ)  その他、技能の優秀さを広く一般市民に認識される証拠を有している者。

	カ． 技能功労者は、本人の技能が他の技能者の模範となっており、産業の振興に貢献していると認められていること。

	（4）その他の要件
	キ． 技能優秀者の表彰を受けた者は、その受賞後１０年間は技能功労者の表彰を受けることができない。


	３． 推薦
	(1)  表彰の基準に該当する者を推薦しようとする関係団体等とは、次のとおりとする。
	ア． 各関係職種で組織されている組合、協会等（○○工事協同組合、○○○製造組合等）
	イ． 各関係団体（商工会議所、経営者協会等）
	ウ． その他市長が適当と認めたもの（商店連合会、公民館等）

	(2)  推薦は原則として、技能功労者・優秀者の各々につき、１団体１人とする。

	４． 推薦手続
	(1)  推薦書（様式１）
	(2)  調書（様式２）
	(3)  業績証明資料
	ア． 技能優秀者
	(ｱ)  本人の技能が他人に比べ優れていることの公的な証拠資料（技能オリンピック出場、全国技能コンクール大会優勝、発明・改良等の証明、その他本人が最高の技能者である公的な証明資料）
	(ｲ)  後進の技術指導育成に貢献している証拠

	イ． 技能功労者
	(ｱ)  現在も現役の技能者として従事し、その技能が他の技能者の模範となる証明
	(ｲ)  産業の振興に貢献している証拠
	(ｳ)  後進の技術指導育成に貢献している証拠


	(4)  住民票の写し

	５． 表彰
	(1)  技能優秀者　　　　　　３人程度
	(2)  技能功労者　　　　　３０人程度
	６．経過措置
	(1) 平成２７年度における改正後の「２．（１）ウ」の規定の適用については、「４月１日現在」とあるのは、「４月１日現在又は表彰の行われる日現在」とする。


	様式２（溶け込み）
	様式２
	記載例


